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越知町民スポーツ祭�

安徳天皇没808年祭�

町民の動き（20.5.1現在）�

人口………6,880人（△10）�
男…………3,216人（△  5）�
女…………3,664人（△  5）�
出生………… 3人�
死亡………… 5人�
転入………… 21人�
転出………… 29人�
世帯数……3,068戸（△  1）�
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まちの話題�

「
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
総
会

４
月
20
日
、
三
秀
で
行
わ
れ
た
「
お
ち

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
総
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
事
業
で
も
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
平
成
19
年
度
に
好
成

績
を
収
め
た
小
中
高
生
、
青
少
年
の
体
力

づ
く
り
と
健
全
育
成
に
貢
献
の
あ
っ
た
指

導
者
を
対
象
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
秀
賞

笹
岡
　
久
博（
今
成
　
越
知
中
柔
道
部
）

藤
原
真
奈
美（
仁
淀
川
町
　
越
知
中
柔
道
部
）

高
橋
　
静
香（
堂
ノ
岡
　
越
知
中
柔
道
部
）

池
　
　
和
哉（
佐
川
町
　
空
手
道
連
盟
　
高
校
生
）

庄
野
　
　
裕（
佐
川
町
　
空
手
道
連
盟
　
高
校
生
）

敢
闘
賞

斎
藤
　
裕
也（
８
区
　
越
知
中
柔
道
部
）

山
内
　
祐
輝（
小
舟
　
越
知
中
柔
道
部
）

藤
原
　
千
里（
小
浜
　
越
知
中
柔
道
部
）

鈴
木
　
星
香（
仁
淀
川
町
　
越
知
中
柔
道
部
）

越
知
中
学
校
柔
道
部
男
子
団
体

越
知
中
学
校
柔
道
部
女
子
団
体

庄
野
　
　
瞭（
佐
川
町
　
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

片
岡
　
　
漱（
佐
川
町
　
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

井
上
　
堅
介（
佐
川
町
　
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

谷
本
　
明
音（
５
区
　
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ（
小
学
生
バ
レ
ー
）

功
労
賞

麻
田
　
哲
也（
佐
川
町
　
空
手
道
連
盟
）

藤
田
　
一
夫（
１
区
　
少
年
野
球
）

黒
原
保
さ
ん
（
６
区
）
は
、
昭
和
62
年
７
月

よ
り
長
き
に
わ
た
り
（
勤
続
20
年
）
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
、
交
通
安
全
の
啓
発
や
街
頭
指

導
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
功
績
に
よ

り
、
５
月
15
日
に
知
事
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

黒
原
さ
ん
は
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
や
20

日
の
県
民
交
通
安
全
の
日
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

も
献
身
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
川
警
察
署
管
内
３
町
で
組
織
す
る
交

通
安
全
指
導
員
協
議
会
高
吾
北
地
区
会
長
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
功
労
に
敬
意
を
表
し
、
受
賞
を
心
か
ら
お

喜
び
い
た
し
ま
す
。

知
事
感
謝
状
を
受
賞

４
月
29
日
に
越
知
平
家
会
主
催
の
安
徳
帝

没
後
八
百
八
年
記
念
行
事
が
横
倉
神
社
境
内

や
商
店
街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
倉
寺
息
風
会
修
験
者
一
行
を
先
頭
に
ア

ニ
メ
「
安
徳
帝
四
国
潜
幸
説
」
な
ど
の
声
優

さ
ん
や
歌
手
の
新
屋
ま
り
さ
ん
な
ど
が
商
店

街
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

中
町
商
店
街
駐
車
場
で
は
「
横
倉
の
風
」

を
越
知
中
吹
奏
楽
部
が
演
奏
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
新
屋
ま
り
さ
ん
が
歌
う
場
面
も
あ

り
、
商
店
街
の
方
々
や
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

安
徳
帝
没
後
八
百
八
年
記
念
祭

受賞者のみなさん　おめでとうございます

知事から感謝状を授与された黒原保さん
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３
月
７
日
付
け
で
、
越
知
町
消

防
団
の
大
桐
分
団
長
で
あ
る
山
�

國
男
氏
（
桐
見
川
３
区
）
が
消
防

庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
氏
が
永
年
に
わ
た

り
積
み
上
げ
て
き
た
消
防
活
動
に

お
い
て
、
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
こ
の
受
章
は
消
防

団
員
と
し
て
誠
に
名
誉
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
に
お
け
る
更
な
る
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
23
日
に
高
知
県
立
県
民
体

育
館
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
高

知
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
で
、
越
知
町
消
防
団

（
西
森
歳
勝
団
長
）
の
日
頃
か
ら

の
消
防
・
防
災
活
動
に
対
す
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
高
知
県
知
事
か

ら
竿
頭
綬
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
に
お
け
る
更
な
る
躍

進
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
23
日
に
高
知
県
立
県
民
体

育
館
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
高

知
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
で
、
消
防
団
員
の
妻

と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
夫
を
支

え
て
き
た
内
助
の
功
が
認
め
ら

れ
、
片
岡
美
重
香
さ
ん
（
黒
瀬

夫
・
片
岡
重
信
さ
ん
）
に
高
知
県

知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。

５
月
18
日
の
一
斉
清
掃
終
了
後

に
、
８
区
北
・
南
自
主
防
災
組
織

（
参
加
者
90
人
）
と
鎌
井
田
自
主

防
災
組
織
（
参
加
者
80
人
）
が
、

火
災
時
の
初
期
消
火
を
想
定
し
て

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
８
区
で
は
、
地
震
に
対

す
る
心
構
え
を
聞
い
た
後
に
、
過

去
の
大
地
震
の
揺
れ
を
起
震
車
に

よ
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣

な
態
度
で
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
、

並
び
に
消
防
団
員
、
高
吾
北
消
防

消
防
庁
長
官
表
彰
受
章�

山
　
國
男
氏
（
大
桐
分
団
長
）

消
防
・
防
災
活
動
が

認
め
ら
れ
て越

知
町
消
防
団

夫
を
支
え
続
け
て

消
防
団
員
内
助
功
労

防
災
訓
練
を
実
施
！

『
８
区
北
・
南
自
主
防
災
組
織
』

『
鎌
井
田
自
主
防
災
組
織
』

署
員
の
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
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７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
の
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ

ま
す
。

今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
６

月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
更
新
期
間
中
に
更
新
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
受

給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
、

受
給
対
象
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の

確
認
を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。

【
助
成
の
対
象
】

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
（
前
年
度
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
（
兄
姉
、

祖
父
母
含
み
ま
す
）
お
よ
び
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
で

す
。

【
助
成
の
内
容
】

受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
等

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

（
受
給
者
全
員
の
保
険
証
）

・
印
鑑

・
古
い
受
給
者
証

（
ピ
ン
ク
色
・
更
新
の
方
の
み
）

○
受
付
期
間
（
こ
の
期
間
内
に
更

新
申
請
さ
れ
な
い
と
受
給
開

始
月
が
遅
れ
ま
す
）

・
６
月
20
日
（
金
）
〜

７
月
１
日
（
火
）

・
新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
い
つ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
す
べ
て
、
毎
年
６
月
中
に

【
児
童
手
当
現
況
届
】
の
提
出
が

必
ず
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

【
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
】

●
厚
生
年
金
等
に
加
入
の
方
は
、
受

給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

（
ま
た
は
、
年
金
加
入
証
明
書
）

●
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
越

知
町
外
に
住
所
を
お
か
れ
て
い

た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町

村
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
の

所
得
証
明
書

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

は
届
が
あ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
児
童
手
当
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
へ

〇
４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
で
申
請
に
よ
り
一
定

以
上
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
方
を
含
む
）
の
医
療
制
度
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
変
わ
り
ま
し

た
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療
に
は
各
種
医

療
費
等
の
払
い
も
ど
し
制
度
が
あ

り
ま
す
。
医
療
機
関
で
支
払
っ
た

１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な

り
、
医
療
費
の
払
い
も
ど
し
が
生

じ
た
場
合
（
高
額
療
養
費
）
に
つ

い
て
は
、
高
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
、
払
い
も
ど
し
の

対
象
と
な
る
方
に
該
当
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

〇
原
則
、
払
い
も
ど
し
に
は
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

通
知
書
が
届
い
た
方
は
必
ず
申
請

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
町

村
の
窓
口
で
行
え
ま
す
。

①
手
続
き
は
初
回
の
み
で
、
２
回

目
以
降
は
払
い
も
ど
し
が
生
じ
て

も
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
後
日
、
届
け
出
を
さ
れ
て
い

る
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
。

②
平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で
に
老

人
医
療
制
度
で
払
い
も
ど
し
手
続

き
を
取
ら
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
再
度
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。

③
銀
行
の
口
座
番
号
や
口
座
の
名

義
人
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

●
被
保
険
者
証

●
認
印

●
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

な
お
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
は

入
院
時
自
己
負
担
額
お
よ
び
食
事

代
等
減
額
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
該

当
さ
れ
る
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
保
険
係

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

後
期
高
齢
者
医
療

（
長
寿
医
療
）
に
つ
い
て
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希
望
の
月
か
ら

納
付
書
で
前
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
に

よ
り
納
付
す
る
場
合
は
、
ご
希
望

の
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
分
ま
で

の
間
を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
納
期
限
内
の
月
分
か
ら
３
月
分

ま
で

●
前
納
を
希
望
す
る
月
の
月
末
が

納
期
限
と
な
り
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）

●
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
月

分
は
ま
と
め
て
納
付
し
て
も
割

引
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
希
望
月
か
ら
の
前
納
を
ご
希
望

の
場
合
は
社
会
保
険
事
務
所
で

の
専
用
納
付
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
７
５
―
１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

知
っ
て
役
立
つ
介
護
講
座
の
ご
案
内

〜
介
護
で
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜

越
知
町
の
年
齢
構
成
を
覗
い
て

み
る
と
、
人
口
の
約
３
人
に
一
人

が
高
齢
者
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
他
町
と
同
様
、
越
知
町

で
も
高
齢
化
の
問
題
は
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
を
重
ね
て
く

る
と
、
元
気
な
頃
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
病
気
や
怪
我
を

き
っ
か
け
に
、
体
力
が
落
ち
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
介
護
は

大
変
…
」「
介
護
し
よ
っ
た
ら
こ

っ
ち
が
腰
を
痛
め
て
し
も
う
た
」

「
介
護
は
理
屈
じ
ゃ
な
い
。
家
族

が
共
倒
れ
に
な
り
そ
う
な
…
」
と

い
っ
た
悲
痛
な
声
も
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
越
知
町
で
は
実

際
の
介
護
で
「
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

介
護
の
辛
さ
が
あ
る
の
か
」「
も

っ
と
楽
に
介
護
で
き
る
方
法
は
な

い
の
か
」「
家
族
の
心
や
体
の
負

担
を
軽
く
で
き
な
い
の
か
」
等
を

参
加
者
と
一
緒
に
考
え
、
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
機

会
を
作
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
実

際
に
介
護
を
し
て
い
る
人
、
今
後

介
護
に
つ
い
て
考
え
た
い
人
等
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

【
日
程
】

７
月
３
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

７
月
10
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

７
月
17
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

７
月
24
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

【
内
容
】

①
高
齢
者
の
服
薬
に
つ
い
て

②
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

③
高
齢
者
の
特
徴
に
つ
い
て

④
介
護
の
基
本
に
つ
い
て

⑤
上
手
な
社
会
資
源
の
活
用

⑥
車
椅
子
で
生
活
を
広
げ
よ
う

な
ど

【
対
象
者
】

◎
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族

◎
介
護
の
現
場
で
働
い
て
い
る
方

◎
介
護
に
つ
い
て
考
え
た
い
方

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
会
議
室

【
申
込
期
限
】

６
月
27
日
（
金
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
大
�
・
矢
野

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

国
道
33
号
事
前
通
行
止
め
の
協
力
お
願
い

次
の
区
間
は
大
雨
の
場
合
、
落

石
や
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
全
面
通
行
止
め
時
に
は
こ
の

区
間
内
へ
外
部
か
ら
の
進
入
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
区
間
内
に
お

ら
れ
る
方
々
も
安
全
の
た
め
外
出

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
通
行
止
め

の
解
除
は
、
雨
が
や
ん
で
か
ら
２

時
間
以
上
経
過
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
安
全
を
確
認
し
た
後
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
夜
間
は
十
分

な
安
全
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
翌
朝
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

安
全
を
確
認
し
た
後
で
解
除
に
な

り
ま
す
。

万
一
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
全
面
通
行
止
め
と
な
る
区
間
】

越
知
町
横
倉
〜
仁
淀
川
町
森
山

（
20.

３
km
）

仁
淀
川
町
森
山
〜
久
万
高
原
町
中

津
（
６.

７
km
）

久
万
高
原
町
中
津
〜
久
万
高
原
町

柳
井
川
（
６.

１
km
）

【
迂
回
路
に
つ
い
て
】

国
土
交
通
省
が
指
定
す
る
迂
回

路
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
道
路
も

大
雨
の
た
め
、
落
石
や
土
砂
崩
れ

の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
道

路
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
道
路
情
報
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●
国
道
33
号

佐
川
国
道
維
持
出
張
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
１
０
２
２

●
国
道
32
・
33
・
55
・
56
号

土
佐
国
道
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
８
４
―
０
３
５
９

●
上
記
以
外
の
国
道
・
県
道

高
知
県
土
木
部
道
路
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
１
１
１
１
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１
月
末
日
を
締
め
切
り
と
し
て

い
ま
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

町
内
外
か
ら
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
先
日
行
わ
れ
た
総
会
で
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
越
知
中
学
校

外
国
語
指
導
助
手
の
エ
イ
ド
リ
エ

ン
・
リ
サ
・
ミ
ヤ
モ
ト
さ
ん
（
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
出
身
）
の
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
は
越
知
町
の
コ
ス
モ
ス

の
花
と
周
辺
の
山
々
を
イ
メ
ー
ジ

し
作
成
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

今
後
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
様
々
な
場
面
で
活
用
し
、
発
展

向
上
に
役
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

多
く
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

情報広場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
概
要
、
活
動
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
予
定
、
競
技

結
果
等
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

越
知
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ン
ク
集
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

「
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

本
の
森
　
　
　
　
図
書
館
だ
よ
り

お
す
す
め
図
書
の
ご
紹
介

【
お
と
な
の
本
】

「
脳
を
活
か
す
勉
強
法
」

茂
木
健
一
郎
　
著

勉
強
を
始
め
て
も
３
日
坊
主
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
、
集
中
で
き
な

い
、
記
憶
が
苦
手
だ
、
な
ど
と
悩

む
人
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
脳
の
特
性
を
う
ま
く
活
か
さ
ず

勉
強
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
眠

っ
て
い
た
脳
が
グ
ン
グ
ン
動
き
出

す
茂
木
式
勉
強
法
。
子
ど
も
に
勉

強
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
親
や
資

格
試
験
を
目
指
す
社
会
人
ま
で
必

読
の
一
冊
！

「
チ
ー
ム
バ
チ
ス
タ
の
栄
光
」

海
堂
　
尊
　
著

『
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
』

大
賞
受
賞
作
。
優
秀
と
評
判
の

「
チ
ー
ム
バ
チ
ス
タ
」。
彼
ら
の
栄

光
の
裏
に
隠
さ
れ
た
真
実
を
暴
い

て
い
く
話
。
著
者
が
現
役
医
師
だ

か
ら
こ
そ
描
き
う
る
医
療
現
場
の

リ
ア
リ
テ
ィ
と
コ
ミ
カ
ル
な
展
開

が
魅
力
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

【
子
ど
も
の
本
】

「
黒
グ
ル
ミ
の
か
ら
の
な
か
に
」

ミ
ュ
リ
エ
ル
・
マ
ン
ゴ
ー
（
著
）

す
べ
て
の
命
に
は
お
わ
り
が
あ

る
の
―
。
病
気
に
な
っ
た
か
あ
さ

ん
を
救
う
た
め
、
息
子
の
ポ
ー
ル

は
死
神
を
黒
グ
ル
ミ
に
閉
じ
こ
め

る
が
…
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民

話
を
も
と
に
し
た
、
い
の
ち
の
お

は
な
し
。

【
本
の
森
図
書
館
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜
、
午
前
11
時
〜
午

後
７
時
（
休
館
日
　
月
曜
・
年

末
年
始
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

【ホームページアドレス】
http://www.kochinet.ed.jp/ochi-t/ochispo/index.html

ご
寄
付
の
お
礼

バ
イ
ク
愛
好
家
団
体
ホ
ッ
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
代
表
　
岡
橋
信
一

様
よ
り
、
４
月
12
・
13
日
に
宮

の
前
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た

「
バ
イ
カ
ー
ズ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ｉ
ｎ
宮
の
前
」
で
の
収
益
金
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、

ご
趣
旨
に
沿
い
、
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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年金、公共料金などの 還付金詐欺 にご注意を�
 「振り込め詐欺」による犯罪が未だに発生しており、被害に遭われている方もいます。�
�「振り込め詐欺」には、「おれおれ詐欺」「架空請求詐欺」「融資保証金詐欺」など、手口
が様々あり、これらの詐欺にも注意が必要ですが、�
       最近特に増えてきているのが、年金や公共料金の「還付金詐欺」です。�

－「還付金詐欺」の主な手口－�
��
①役場や、社会保険事務所、税務署の職員を装っ
た電話をかけ、「年金や税金の還付金があります」
という手口�
��
②電話会社や電力会社を装い、「料金を多く払い
過ぎているので、過払い分を返金します」という
手口�
��
①②共通してこのような電話がかかってきたら、安易
に鵜呑みにせず、必ず電話帳に記載してある電話番
号で役場や電話会社などに電話をかけて確認をとり、
本当であれば返金の手続きをとるようにしましょう。�

－注意点－�
��
　振り込め詐欺の犯人は非常に巧妙な手口で電話
をかけてきます。�
つい、本当のことと信じてしまうかもしれません。�
　「還付金詐欺」の場合、返金の手続きは銀行の
機械（ＡＴＭ）を利用して行うので、（ＡＴＭ）まで行くよ
う指示をされますが、�
��

 ここに注意�
��
税金や年金をはじめ、電話や電気料金などの公共
料金が返金される場合、（ＡＴＭ）を利用して返金され
ることは、絶対にありません。�

「還付金詐欺」やその他詐欺の被害にあうことのないよう十分ご注意ください�

�
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国際交流協会からこんにちは�国際交流協会からこんにちは�国際交流協会からこんにちは�
徴
兵
制
〜
韓
国
の
軍
隊
制
度
〜

（
前
編
）

日
本
人
の
、
特
に
若
い
女
の
子
か
ら
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
良
く
聞
か
れ

る
テ
ー
マ
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

ヨ
ン
様
で
も
ド
ラ
マ
で
も
焼
肉
で
も
な

く
、
そ
れ
は
軍
隊
の
話
で
す
！
！

“ソ
ン
ち
ゃ
ん
、
韓
国
の
男
は
や
っ
ぱ

り
軍
隊
が
あ
る
か
ら
た
く
ま
し
い
よ

ね
？
”

“軍
隊
っ
て
、
行
っ
た
ら
絶
対
出
て
こ

れ
な
い
の
？
”

（
え
っ
；
；
；
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す

ね
）“本

当
に
み
ん
な
行
く
の
？

だ
っ
て
若
い
と
き
の
２
年
っ
て
長
く

な
い
？
カ
ッ
プ
ル
は
ど
う
す
る
ん
だ
ろ

う
？
”

“ソ
ン
ち
ゃ
ん
も
彼
氏
を
軍
隊
に
行
か

せ
た
こ
と
っ
て
あ
る
？
寂
し
く
な
か
っ

た
？
”

や
っ
ぱ
り
軍
隊
っ
て
日
本
で
は
普
通

じ
ゃ
な
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
み
ん
な
不

思
議
に
思
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
時
こ
そ
、
私
が
も
し
男
だ
っ

た
ら
（
も
っ
た
い
ぶ
り
な
が
ら
）、
色
々

話
し
て
あ
げ
た
い
の
に
、
残
念
な
が
ら

私
は
女
の
子
で
す
。

た
ま
た
ま
で
す
が
、
私
の
弟
が
５
月

５
日
に
２
年
半
の
兵
役
を
終
え
て
除
隊

し
ま
し
た
！
今
週
日
本
に
遊
び
に
来
ま

す
！
あ
は
は
。

せ
っ
か
く
話
し
も
出
た
し
、
い
ず
れ

私
も
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
な
〜
と
思

っ
て
い
た
テ
ー
マ
な
の
で
、
今
月
と
来

月
続
き
で
、
た
く
さ
ん
の
日
本
人
女
性

の(

も
し
か
し
た
ら
男
性
も
？)

気
掛
か

り
の
、
韓
国
軍
隊
を
紹
介
し
ま
〜
す
！

皆
さ
ん
が
ご
存
知
の
と
お
り
、
韓
国

で
は
兵
役
制
度
が
あ
り
ま
す
。
身
体
健

康
な
20
歳
以
上
の
男
性
な
ら
、
誰
で
も

２
年
間
（
場
合
に
よ
っ
て
２
年
半
〜
３

年
も
あ
り
ま
す
）
軍
隊
で
服
役
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、

韓
国
の
男
な

ら
地
震
よ
り

も
怖
が
っ
て

い
る
と
い
う

“
入
隊
通
知

書
”
！
！

19
歳
に
な

っ
た
ら(

大

体
大
学
１
〜

２
年
の
頃)

、
国
か
ら
身
体
検
査
通
知
が

届
き
ま
す
。
身
体
検
査
で
健
康
で
あ
る

こ
と
が
判
明
さ
れ
た
ら
、
自
分
の
希
望

す
る
時
期
に
入
隊
通
知
表
を
も
ら
え
ま

す
。
一
般
陸
軍
の
場
合
は
２
年
が
基
本

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
軍
隊
で
も
休
暇
は

も
ら
え
る
し
、
家
族
な
ど
が
面
会
に
行

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

じ
ゃ
、
皆
で
、
私
の
友
達
の
面
会
に

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
ね!

＾
＾

厳
し
い
雰
囲
気
の
部
隊
の
正
門
を
通

っ
て
中
に

入
っ
た
ら
、

名
前
な
ど

を
記
入
し

て
、
面
会

申
請
を
し

ま
す
。

【
部
隊
の
正
門
】
写
真
コ
メ
ン
ト

面
会
申
請
を
し
た
ら
、
こ
ん
な
ふ
う

に
、「
面
会
」
と
書
い
て
あ
る
カ
ー
ド
を

も
ら
え
ま
す
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
面
会

室
で
待
ち
ま

し
ょ
う
。

待
っ
て
る

間
、
回
り
の

風
景
を
見
て

み
ま
し
ょ

う
。
み
ん
な

ワ
イ
ワ
イ

で
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
で

す
ね
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
息
子
の
口
に
、

直
接
食
べ
物
を
入
れ
て
あ
げ
た
り
す
る

の
も
見
れ
る
し
、
回
り
の
人
目
を
気
に

せ
ず
に
ラ
ブ
ラ
ブ
モ
ー
ド
の
カ
ッ
プ
ル

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
短
い
面
会
の
時

間
が
終
わ
っ
て
別
れ
る
時
、
つ
い
泣
い

て
し
ま
う
カ
ッ
プ
ル
も
見
れ
ま
す
ね
。

（
や
っ
ぱ
り
恋
は
、
障
害
が
多
い
ほ
ど
、

燃
え
上
が
り
ま
す
よ
ね
！
笑
）

【
面
会
に
来
て
い
る
家
族
と
の
写
真
】
写

真
コ
メ
ン
ト

で
も
実
は
、
こ
ん
な
恋
の
障
害
（
？
）

が
力
を
持
つ
時
間
も
、
大
体
ヒ
ヨ
コ
軍

人
（
来
て
か
ら
10
ヶ
月
以
内
か
な
〜
）

の
時
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
軍
隊
で

の
階
級
が
上
が
る
に
つ
れ
、
外
の
人
た

ち
は
自
分
の
目
に
見
え
な
い
軍
人
を
忘

れ
て
し
ま
う
み
た
い
で
す
ね
。。。(

涙)

軍
隊
に
来
て
１
年
く
ら
い
が
、
ほ
と

ん
ど
の
カ
ッ
プ
ル
が
別
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
女
性
の
方
が
恋
人
を
裏
切

る
場
合
が
多
い
で
す
ね
。
笑
。

７
月
号
に
続
く
。
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明
石
書
店
の
社
長
室
で
、
私
は

彼
と
初
め
て
あ
っ
た
。「
あ
な
た

へ
」
と
書
い
た
私
の
原
稿
を
パ
ラ

パ
ラ
め
く
り
な
が
ら
、

「
違
う
ね
」

と
、
ほ
ほ
え
み
を
返
し
た
。

「
違
う
で
し
ょ
う
」

当
時
、
東
京
人
権
啓
発
企
業
連

絡
会
の
幹
事
だ
っ
た
川
村
さ
ん

が
、
そ
う
答
え
た
。

詩
と
短
編
小
説
と
、
人
権
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
考
え
方
と
手
法
の

三
部
構
成
の
、
そ
の
原
稿
を
読
み

終
え
る
と
、

「
人
権
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

し
ょ
う
」

「
今
ま
で
の
と
全
く
違
う
よ
ね
」

「
ま
っ
た
く
違
う
人
権
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」

二
人
は
、
執
筆
者
の
私
を
無
視

し
て
話
し
始
め
た
。

そ
う
し
て
、「
ひ
と
味
ち
が
う

人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
題
が

決
ま
っ
た
。

次
に
、
作
者
名
だ
。

「
や
っ
ぱ
り
実
名
だ
。
ペ
ン
ネ

ー
ム
は
や
め
よ
う
」

山
中
千
枝
子
で
読
も
う
と
す
る

人
と
、
や
め
る
人
が
い
て
い
い
じ

ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
作
目
を
二
〇
〇
二
年
に
、

「
ひ
と
味
ち
が
う
人
権
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
Ⅱ
」
を
二
〇
〇
五
年
に
、

そ
し
て
、「
ひ
と
味
ち
が
う
人
権

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
」
を
今
年
出

版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
本
を
書
こ
う
」
と
考
え
た
の

は
、
息
子
の
不
登
校
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

そ
の
時
私
は
、
社
会
や
学
校
に

対
し
て
言
葉
で
言
い
つ
く
せ
な
い

ほ
ど
の
絶
望
と
、
家
族
が
肩
を
寄

せ
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
味
わ
っ
て
い
た
。

一
作
目
は
、
不
登
校

二
作
目
は
、
同
和
問
題

三
作
目
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
手
法

ハ
ン
グ
リ
ー
な
私
は
、
そ
の

時
々
に
感
じ
た
こ
と
や
聞
き
取
っ

た
事
柄
を
短
編
小
説
に
書
き
込
ん

だ
。人

は
、
簡
単
に

「
う
ん
、
わ
か
っ
て
る
よ
」

と
、
言
う
。
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う

か
。日

常
生
活
の
中
で
、
う
っ
か
り

す
る
と
見
過
ご
し
て
い
く
だ
ろ
う

人
権
課
題
に
気
づ
く
私
を
責
め
る

人
も
い
る
。

「
人
権
は
大
切
だ
。
差
別
は
悪

い
こ
と
だ
。
だ
か
ら
私
は
差
別
を

し
て
い
な
い
」

み
ん
な
、
そ
う
で
あ
る
。
差
別

は
し
て
い
な
い
。
で
も
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
、
差
別
す
る
側
に
ま
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
た
い
。

そ
し
て
、「
ご
め
ん
ね
」
と
、

言
え
る
幸
せ
も
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
い
。

人
は
、
い
つ
の
時
代
、
自
分
の

あ
や
ま
ち
に
気
づ
く
の
だ
ろ
う
。

「
あ
な
た
が
好
き
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
大
き
な
声
で
伝
え
た
い
。

あ
り
の
ま
ま
で
、
今
の
ま
ま
で
い

る
こ
と
の
幸
せ
を
伝
え
た
い
。

「
長
い
廊
下
の
向
こ
う
に
」

今
年
も
ツ
バ
メ
が
帰
っ
て
き
た
。

鴨
居
の
上
の
小
さ
な
す
き
ま
か
ら

ス
ー
と
地
上
を
這
う
よ
う
に
お
り
て
き
て
は
と
ん
ぼ
返
り
す
る
。

そ
の
ツ
バ
メ
の
あ
と
を
た
ど
り
な
が
ら
、

め
ま
ぐ
る
し
く
進
む
時
の
流
れ
に

わ
が
身
を
包
み
込
む
責
任
の
重
さ
を
感
じ
た
。

そ
し
て
、

と
つ
ぜ
ん
我
に
か
え
る
。

人
に
は
、
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
こ
と
と
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

あ
な
た
の
過
去
は
、
未
来
に
道
を
つ
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
い
廊
下
の
向
こ
う
に

幸
せ
が
見
え
隠
れ
す
る
こ
と
に

希
望
を
求
め
て
・
・
・
。

「
ひ
と
味
ち
が
う
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
」

（
山
中
千
枝
子
著
、
明
石
書
店
）
よ
り

「
ひ
と
味
ち
が
う
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」�

　
　
　
　
　  

越
知
小
学
校
　
校
長
　
山
中
　
千
枝
子�
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☆
★
６
月
の
予
定
☆
★

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

11
日
（
水
）

誘
拐
防
止
教
室

※
地
域
安
全
協
会
の
方
の
お
話
や

映
画
が
あ
り
ま
す
。

20
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う

25
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う

※
水
着
・
タ
オ
ル
を
持
っ
て
き
て

ね
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

※
他
の
月
曜
日
〜
金
曜
日
も
（
祝

日
は
除
く
）
い
つ
で
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

※
一
時
保
育
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
吉
本
・
徳
弘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
の
母
子
保
健
事
業

み
ん
な
で
、
野
菜
を
洗
っ
た
り
、

皮
を
剥
い
た
り
、
切
っ
た
り
し
ま

す
。
大
き
な
お
鍋
で
た
く
さ
ん
作

る
の
で
、
園
庭
開
放
に
遊
び
に
来

る
お
友
達
も
一
緒
に
食
べ
ま
せ
ん

か
？遊

び
に
来
ら
れ
る
お
子
さ
ん
も

お
家
の
方
も
、
白
ご
飯
と
ス
プ
ー

ン
を
持
っ
て
き
て
ね
。（
カ
レ
ー

は
白
ご
飯
を
入
れ
て
く
る
容
器
に

入
れ
て
食
べ
ま
す
）

【
日
時
】

６
月
27
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

幼
稚
園
で
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
ま
す

第
51
回
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典
の
ご
案
内

今
年
も
次
の
要
領
で
、
高
知
新

聞
社
等
の
主
催
に
よ
る
、
金
婚
夫

婦
祝
福
式
典
を
実
施
し
ま
す
。
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
式
典
日
時
】

９
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
〜

【
会
場
】

三
翠
園

【
資
格
】

昭
和
33
年
１
月
１
日
〜
同
年
12

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

た
夫
婦
（
そ
れ
以
前
の
届
出
で
も

初
め
て
申
込
み
を
さ
れ
る
方
は
参

加
で
き
ま
す
）

【
申
込
み
期
限
】

７
月
４
日
（
金
）
必
着

【
申
込
み
方
法
】

ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄

本
と
、
便
箋
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
結
婚

記
念
日
を
明
記
し
、
次
ま
で
郵
送
、

ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
８
０
―
８
６
６
６

住
所
不
要

㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部

「
金
婚
式
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
５
―
４
３
２
８

６
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
お
母
さ
ん
。
一
緒
に
集
ま
っ
て

お
話
し
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】

６
月
24
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

・
育
児
相
談

（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

・
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う

【
講
師
】

岡
本
加
代
子
先
生

（
在
宅
保
育
士
）

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
６
月
19

日
（
木
）
ま
で
に
次
の
連
絡
先

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１



６月　７日（土）

６月１３日（金）

期　　　　日 時　　　　間 場　　　　所

ゲ ー ト ボ ー ル

スカッシュバレーボール

６人制バレーボール

ペ タ ン ク

バ ド ミ ン ト ン

ソフトバレーボール

種 目 日 時 会　　場 チ ー ム 編 成・競　技　内　容
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町
民
会
館
で
は
、
高
齢
者
教
室
「
い
き
い
き
長
生
き
学
園
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
20
年
度
の
学
園
行
事
予
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
行
事
予
定
等
】

第
１
回
７
月
14
日
（
月
）
入
園
式

午
前
　
明
神
博
和
先
生
の
講
演

午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動

第
２
回
９
月
上
旬

午
前
　
講
演
会
　
講
師
未
定

午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動

第
３
回
10
月
３
日
（
金
）

県
外
研
修
「
四
国
健
康
村
」

第
４
回
12
月
上
旬

午
前
　
講
演
会
「
高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全
・
悪
質
商
法
に

ご
用
心
！
」

午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動

第
５
回
３
月
上
旬
卒
園
式

午
前
　
講
演
会
「
気
分
は
常
夏
！
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

午
後
　
ク
ラ
ブ
活
動

※
ク
ラ
ブ
活
動
の
内
容
は
３
Ｂ
体
操
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ペ
タ
ン

ク
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
手
芸
・
囲
碁
・
将
棋
で
す
。

入
園
費
は
無
料
で
す
が
、
県
外
研
修
の
み
自
己
負
担
が
必
要

で
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

担
当
　
河
添
・
宮
崎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

「
い
き
い
き
長
生
き
学
園
」
を
ご
存
知
で
す
か

第37回 越知町民スポーツ祭
【
主
催
】

越
知
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
参
加
資
格
】

（
１
）
越
知
町
在
住
の
方
（
出
身
者
も
可
）

（
２
）
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

（
３
）（
１
）（
２
）
の
条
件
を
満
た
す
方
の
家
族

（
高
校
生
以
上
）

（
４
）
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

【
試
合
方
法
】

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
お
書
き
の
上
、

各
種
目
と
も
３
日
前
ま
で
に
、
越
知
町
民
会
館

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は
、
町

民
会
館
・
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

【
用
具
】

主
催
者
側
で
準
備
し
ま
す
が
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ラ
ケ
ッ
ト
等
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

（
１
）
競
技
中
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
え

ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
当
日
、
都
合
に
よ
り
棄
権
さ
れ
る
チ
ー
ム

の
代
表
者
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
３
）
学
生
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
保
護
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

§

参
加
チ
ー
ム
募
集
§

６月 ９ 日（月）
午前９時～

６月 ９ 日（月）
午後７時～

６月１１日（水）
午後７時～

６月１１日（水）
午前９時～

６月１７日（火）
午後７時～

６月２３日（月）
午後７時～

屋内多目的
運 動 広 場
総合運動場
体　育　館
総合運動場
体　育　館
総合運動場グ ラ ン ド
（雨天延期）
総合運動場
体　育　館
総合運動場
体　育　館

１チーム5人以上７人以下とする。
男女・年齢は問わない。
１チーム３人とする。
男性は１人までとする。（但し、1部は、この限りではない）
６人制ルールで行い、男性は４人までとする。
（但し、４０歳以上の方は、この限りではない）
１チーム2人までとし、男女、年齢は問わない。
※延期日は６月１８日（水）で、グランドで行います。
混合ダブルスとする。
（女子ダブルスも可）
１チーム4人とする。男性は2人までとする。
（ただし、45歳以上の方はこの限りではない）

【種目・期日・会場・チーム編成・競技内容等】

練習日（体育館無料開放）のお知らせ

次の日程で練習日を計画しました。町民会館で
受付を済ませてから、ご利用ください。

午後８時～１０時

午後８時～１０時

総合運動場体育館全面

総合運動場体育館全面



12広報おち＊6月号

消
防
署
だ
よ
り

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
買
い
だ

め
は
お
控
え
く
だ
さ
い
！

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
価
格
の
高
騰

が
続
い
て
お
り
、
買
い
だ
め
を
考

え
て
い
る
方
も
お
い
で
る
と
思
い

ま
す
が
“
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
い
！
”
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
危

険
性
に
つ
い
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？ガ

ソ
リ
ン
・
軽
油
の
危
険
性

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
は
、
そ
の
可

燃
性
蒸
気
に
引
火
し
て
爆
発
的
な

燃
焼
を
起
こ
し
ま
す
。
特
に
、
ガ

ソ
リ
ン
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
40
度

の
中
で
も
引
火
し
て
し
ま
う
ほ
ど

危
険
な
も
の
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
可
燃
性
蒸
気
は
空
気
よ
り
重

く
、
溜
ま
り
や
す
い
性
質
を
持
ち
、

蒸
気
が
目
に
見
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
ラ

イ
タ
ー
な
ど
の
着
火
や
静
電
気
な

ど
に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
引

火
し
て
し
ま
う
こ
と
も
…
。

軽
油
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら

暖
か
く
な
る
季
節
は
引
火
の
危
険

性
が
高
ま
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
燃
料
を
家
庭
等
で

貯
蔵
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク
容
器
で

保
存
す
る
こ
と
は
絶
対
や
め

て
く
だ
さ
い

◆
ガ
ソ
リ
ン
の
成
分
に
よ
り
容
器

が
溶
け
、
漏
れ
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
樹
脂
製
容
器
は
静
電
気
が
発
生

し
や
す
く
、
注
油
時
や
開
栓
時

に
着
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

◆
容
器
の
気
密
性
が
低
い
た
め
、

栓
な
ど
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
蒸
気
が

漏
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
ガ
ソ
リ
ン
蒸
気
は
空
気
よ
り
重

い
た
め
、
拡
散
せ
ず
に
低
所
に

た
ま
り
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
着

火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
灯
油
と
間
違
え
る
こ
と
に
よ

り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
へ
誤
っ
て

給
油
し
て
し
ま
い
、
火
災
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
保
管
す
る
際
は
、
ガ
ソ
リ
ン
携

行
缶
等
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

容
器
は
、
消
防
法
令
で
強
度
や

材
質
等
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
病
院
紹
介

◆
高
吾
北
消
防
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
１
１

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！�

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！�

ガソリン携帯缶

今
年
の
３
月
に
高
知
放
送
で
放

送
さ
れ
た
「
安
徳
天
皇
四
国
潜
幸

説
」
と
「
遙
か
な
る
都
」
の
ア
ニ

メ
画
」
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
巻
が
完

成
し
、
販
売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
越
知
平
家
会

が
主
催
で
作
製
し
た
も
の
で
横
倉

山
の
持
つ
歴
史
、
伝
説
を
後
世
に

つ
な
げ
る
と
共
に
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
作
製
さ
れ

た
も
の
で
す
。

※
「
安
徳
天
皇
四
国
潜
幸
説
」
は
、

横
倉
山
に
残
る
伝
承
を
も
と

に
、
安
徳
天
皇
が
香
川
県
の
志

度
か
ら
、
源
氏
の
追
っ
手
を
逃

れ
て
四
国
の
山
中
を
逃
げ
回
っ

て
、
や
っ
と
横
倉
山
に
辿
り
着

く
ま
で
を
、
四
国
の
各
地
に
残

る
伝
説
な
ど
を
交
え
て
ま
と
め

た
作
品
で
す
。
な
お
、
こ
の
作

品
に
は
、
越
知
小
学
校
の
児
童

や
、
越
知
町
の
関
係
者
が
声
優

と
し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
】

①
「
安
徳
天
皇
四
国
潜
幸
説
」

（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
版
）

②
「
遙
か
な
る
都
」

原
作
・
庄
野
ひ
ろ
子

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
金
額
】

５，

０
０
０
円

（
送
料
・
消
費
税
含
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
３

越
知
平
家
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
１
１
１
０

「
安
徳
天
皇
潜
幸
説
」
と
「
遙
か
な
る
都
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
枚
組
が
発
売



て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
も
含
ま

れ
て
お
り
、
ど
こ
で
区
切
る
べ
き

な
の
か
も
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、

他
の
地
域
の
「
玄
蕃
踊
り
」
の
歌

詞
と
異
な
っ
て
い
る
箇
所
も
認
め

ら
れ
、
正
確
な
意
味
は
わ
か
ら
な

い
。
た
だ
、「
太
刀
」
と
か
「
弓
」

と
い
っ
た
こ
と
ば
が
登
場
し
て
く

る
こ
と
か
ら
、「
護
り
刀．
」「
破
魔

矢．
」
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
”
厄

除
け
“
”
魔
除
け
“
の
意
味
が
含

ま
れ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き

る
。※

１
　
赤
と
黄
の
色
の
組
み
合
わ

せ
は
、
大
日
如
来
も
し
く
は
黄

不
動
を
表
す
そ
う
で
あ
る
。

※
２
　
「
第
６
回
高
知
県
民
俗
芸

能
大
会
」
に
参
加
し
た
際
に
作

っ
た
も
の
で
、
元
々
の
衣
装
形

式
か
否
か
は
不
明
。

※
３
　
一
般
に
言
う
「
玄
蕃
踊
り
」

が
踊
ら
れ
る
６
月
15
日
と
は
違

い
、
中
畑
・
中
大
平
地
区
で
は

６
月
18
日
に
祈
願
祭
り
と
し
て

踊
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

※
４
　
文
献
に
よ
っ
て
は
「
八
」

と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

が
、こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。

「
た
ち
」を「
は
ち（
八
）」と
誤
写

し
た
か
？

古
い
文
書
や
和
歌
に

は
誤
写
は
よ
く
あ
る
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井
敏
夫

13 広報おち＊6月号

か
つ
て
越
知
町
に
「
玄げ
ん

蕃ば

踊
り
」

と
呼
ば
れ
る
踊
り
が
あ
っ
た
。か
な

り
昔
か
ら
佐
川
町
・
旧
吾
川
村
を

含
む
高
吾
北
地
方
に
伝
わ
る
踊
り

ら
し
く
、そ
の
歴
史
は
３
５
０
年
ほ

ど
前
の
江
戸
時
代
の
寛
永
年
間
に

ま
で
遡
る

さ
か
の
ぼ
　
　と

言
わ
れ
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
古
く
か
ら
越
知
町

に
伝
わ
る
「
玄
蕃
踊
り
」
に
つ
い

て
、
少
し
で
も
記
録
に
残
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
い
う
目
的
で
、
斎

藤
富
明
氏
（
元
越
知
町
職
員
・
市

山
）
の
案
内
で
、
か
つ
て
「
玄
蕃

踊
り
」
を
踊
っ
て
い
た
と
い
う
中

畑
の
片
岡
家
へ
取
材
に
出
か
け

た
。
片
岡
家
（
現
戸
主：

信
晴
氏
）

に
は
、
踊
り
の
際
に
使
用
さ
れ
る

小
道
具
一
式
が
そ
れ
ぞ
れ
木
の
箱

に
入
っ
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い

た
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

・
大
太
鼓
（
締し

め

太
鼓
）

直
径：

67
m

（
胴
本
体
は
59

m

）、
胴
の
長
さ：

43
m

で
、
鹿

の
革
が
張
ら
れ
て
い
る
。
両
面
の

周
縁
に
孔
が
32
個
ず
つ
あ
っ
て
締

め
緒
（
木
綿
製：

鼠
色
ま
た
は
藍

色
）
が
ジ
グ
ザ
グ
状
に
通
さ
れ
、

通
常
の
”太
鼓
“
と
は
異
な
り
、

ち
ょ
う
ど
鼓つ

づ
み

と
同
じ
要
領
で
そ
れ

に
直
交
す
る
紐
を
締
め
つ
け
て
革

を
張
っ
て
音
の
高
低
を
調
整
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
胴
は
薄

い
杉
板
を
円
筒
状
に
丸
め
生
漆

き
う
る
し

を

施
し
た
材
で
で
き
て
い
て
、
重
量

は
３
・５
㎏
と
以
外
に
軽
い
。
太
鼓

は
赤
と
黄
の
綿
布
を
縒よ

っ
た
※1

紐

を
首
に
掛
け
て
横
に
吊
る
し
、
別

の
紐
を
腰
に
巻
い
て
へ
そ
前
で
固

定
す
る
。

中
大
平
の
元
踊
り
手
で
あ
っ
た

故
古
味
金
光
氏
（
現
戸
主：

り
や

氏
）
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
太
鼓

は
、
作
り
は
同
じ
で
あ
る
が
こ
れ

よ
り
も
や
や
小
さ
目
の
、
直
径：

59
m

の
も
の
で
あ
る
。
片
岡
伝つ

た
え

氏
宅
（
中
畑
）
に
も
太
鼓
が
保
管

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

・
桴
（
ば
ち
）

径：

１
m

、
長
さ：
59
m

の
細

長
い
鞭む

ち

の
よ
う
な
樫
材
（
？
）
の

棒
で
、
手
元
に
幅：

５
ミ
リ
、

長
さ
約
60
セ
ン
チ
の
薄
い
檜

（
？
）
の
”カ
ナ
バ
“
を
無
数

に
束
ね
た
房
（
元
の
直
径：

約
６
m
）
が
付
い
て
い
る
。
桴

を
両
手
に
持
ち
、
太
鼓
を
横
か
ら

打
ち
鳴
ら
す
が
、
桴
が
長
い
（
ほ

ぼ
太
鼓
の
面
の
直
径
の
長
さ
）
た

め
太
鼓
の
面
を
か
な
り
広
い
範
囲

で
叩
く
こ
と
に
な
る
。
古
味
り
や

氏
宅
に
は
房
（
長
さ
約
50
m

）
の

み
が
現
存
。

・
衣
装

絹
製
の
臥
蝶
の
丸
紋
の
※2

直
垂

ひ
た
た
れ

の
礼
服
を
ま
と
い
、
頭
に
は
黒
色

の
綿
の
引
立

ひ
き
た
て

烏
帽
子

え

ぼ

し

を
か
ぶ
り
、足

に
は
白
足
袋
に
竹
の
皮
で
編
ん
で
赤

と
黄
の
木
綿
布
で
縒よ

っ
た
※1

鼻
緒

の
付
い
た
草
履

ぞ
う
り

を
履
く
。

「
玄
蕃
踊
り
」は
、当
初
は
”悪
病

厄
除
災
難
除
け
の
太
鼓
踊
り
“
と

し
て
、
※3
旧
暦
６
月
18
日
（
祈
願
）

（
片
岡
信
常
氏
の
覚
書
に
よ
る
）

に
踊
ら
れ
て
い
た
が
、
越
知
町
で

は
、
旧
暦
８
月
15
日
（
結
願
）
に

も
中
大
平
、
大
平
、
桐
見
川
地
区

で
盛
ん
に
踊
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
日
は
、
久
礼
八
幡
様

を
「
日
吉
神
社
」（
中
大
平
・
越

知
町
保
護
文
化
財
）
に
お
迎
え
し

て
神
社
に
奉
納
し
、
さ
ら
に
、
旧

暦
９
月
８
日
に
は
遥
か
上
方
の
”御

嶽
山
“（
杉
原
神
社
）に
も
奉
納
に

行
っ
て
い
た
と
い
う
。

踊
り
の
起
こ
り
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
の
寛
永
年
間
に
高
知
城

下
に
大
流
行
し
た
「
黒
風

く
ろ
か
ぜ

（
病
）」

と
い
う
得
体
の
知
れ
な
い
恐
ろ
し

い
伝
染
病
（
今
で
言
う
”豚と
ん

コ
レ

ラ
“）
を
、
時
の
佐
川
領
主
・
深

尾
重
昌
公
が
大
い
に
心
痛
し
て
、

領
内
一
の
霊
峰
・
横
倉
大
権
現
へ

悪
病
除
け
の
祈
願
を
し
た
す
る
こ

と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
時
の
神
主
で
あ
っ
た
楠
神
の
小

田
信
白
邸
に
祭
壇
を
設
け
七
日
七

晩
の
祈
願
を
行
い
、
そ
の
解
願
に

踊
り
を
奉
納
し
て
結
願
し
、
領
内

で
末
永
く
奉
納
す
る
こ
と
を
誓
っ

た
の
が
「
玄
蕃
踊
り
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
猛
威
を
ふ

る
っ
た
黒
風
病
も
領
内
に
は
蔓
延

ま
ん
え
ん

せ
ず
被
害
も
少
な
く
て
済
ん
だ
と

い
う
。
以
来
、
旧
佐
川
郷
で
は
、

毎
年
旧
暦
６
月
15
日
に
各
所
で

「
玄
蕃
踊
り
」
が
踊
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、そ
の
際
、「
奉
解
願
横
倉

三
所
大
神
流
行
病
防
除
組
中
安
全

守
護
攸
」
と
大
書
し
た
大
幟の

ぼ
り
を
竹

の
竿さ

お

に
立
て
て
祭
り
を
行
う
の
が

恒
例
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
玄
蕃
踊
り
」の
基
本
的
な
ス
タ

イ
ル
は
、４，
５
人
の
踊
手
が
輪
に

な
っ
て
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、歌

い
な
が
ら
踊
る
が
、そ
の
時
の
歌
詞

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
片

岡
信
常
氏
の
覚
書
に
よ
る
）。

そ
れ
よ

お
さ
き
の
げ
ん
ば
ど
の

（
大
崎
玄
蕃
殿
）

十
七
※4

た
ち
を
か
た
い
だ

ゆ
み
（
弓
）
よ
　
こ
う
そ
よ

か
た
い
だ

た
ち
（
太
刀
）
を
　
こ
う
そ
よ

か
た
い
だ

せ
り
よ
れ
　
せ
り
よ
れ

た
ち
（
太
刀
）
の
も
と
え
　
せ

り
よ
れ

歌
詞
の
大
よ
そ
の
意
味
は
読
み

取
れ
る
が
、
何
し
ろ
３
５
０
年
も

前
の
歌
詞
な
の
で
、
現
在
使
わ
れ

博物館�
だより�
No.96

博物館�
だより�
No.96

玄
蕃
踊
り�

そ
の
１  



…… みんなの広場 ……

●

土
佐
久
礼
海
岸
コ
ー
ス

【
日
　
時
】

６
月
17
日
（
火
）

午
前
８
時
10
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場

午
後
５
時
10
分

帰
着
予
定

【
経
　
路
】

越
知
―
須
崎
―
安
和
―
海
岸
経
由

―
土
佐
久
礼
―
須
崎
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
参
加
料
２
５
０
０
円
と
す
る

（
弁
当
代
含
）

・
申
込
期
限
は
６
月
10
日
と
す
る

・
一
定
の
人
員
に
達
す
れ
ば
締
め

切
る
も
の
と
す
る

・
少
々
の
雨
で
も
実
施
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８（
矢
野
）

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会�

歩
こ
う
会�
日
ノ
浦

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

鎌
井
田
日
ノ
浦
地
区

「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道
」

み
ん
な
で
こ
つ
こ
つ
と
植
え
て

育
て
て
き
た
あ
じ
さ
い
も
、
今
で

は
２
万
株
ほ
ど
に
な
り
、
延
長
も

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
色
鮮
や
か
な
あ
じ
さ

い
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
ノ
浦
集
会
所
で
は
催
し
も
準

備
し
て
、
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
場
所
】

日
ノ
浦
集
会
所

【
開
催
日
時
】

６
月
14
日
（
土
）
・
15
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

【
開
催
内
容
】

餅
つ
き
の
実
演
販
売

“だ
い
が
ら
”
を
使
っ
て
餅
つ

き
体
験

午
前
８
時
〜
10
時
（
両
日
と
も
）

“だ
い
が
ら
”
と
は
・
・
・

て
こ
の
原
理
で
足
で
踏
み
な
が

ら
餅
を
つ
く
道
具

地
場
産
品

(

野
菜
、
手
揉
み
茶
、
ち
ら
し

寿
し
、
赤
飯
等)

の
販
売

【
共
催
行
事
】

●
あ
じ
さ
い
ウ
ォ
ー
ク
（
15
日
）

●
あ
じ
さ
い
カ
ラ
オ
ケ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

「
な
ご
み
の
山
里
」日
ノ
浦
一
同

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
│
８
９
７
０

│
６
８
５
２

「
ほ
た
え
る
西
楽

し
ゃ
ら
く

」

よ
さ
こ
い
祭
り
踊
り
子
募
集

ソ
ニ
ア
地
区
の
活
性
化
や
い
ろ

い
ろ
な
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
目
的
に
「
ほ
た
え
る
西
楽
」
で

は
第
55
回
よ
さ
こ
い
祭
り
の
踊
り

子
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア
フ
リ
カ

ン
カ
ー
ニ
バ
ル
」
ア
フ
リ
カ
の
少

数
民
族
の
衣
装
や
楽
器
を
モ
チ
ー

フ
に
ほ
た
え
る
西
楽
風
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
た
。
と
に
か
く
楽

し
く
、
ア
フ
リ
カ
ン
を
表
現
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
80
名

【
参
加
費
用
】
２
２,
０
０
０
円

（
鳴
子
、
衣
装
、
食
事
、
バ
ス
代

含
む
）

【
参
加
資
格
】
特
に
な
し
（
た
だ

し
、
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
ま

た
は
、
同
行
で
き
る
も
の
）

【
練
習
開
始
日
】

７
月
１
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分

【
練
習
場
所
】

総
合
運
動
場
体
育
館

宮
の
前
公
園

【
申
し
込
み
方
法
】

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

参
加
費
を
添
え
て
練
習
開
始
当
日

に
持
参
、
ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
に
連

絡
の
う
え
手
渡
し
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
た
え
る
西
楽

（
水
野
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
│
８
２
８
４

│
２
４
６
０

（
戸
梶
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
│
５
９
１
４

│
０
１
３
３

14広報おち＊6月号



３

１０

備　考

社会福祉協議会
ＪＡコスモス
１１ページ参照
１１ページ参照

１０ページ参照
１１ページ参照
１１ページ参照
雨天延期6/18（水）
対象H18.7.1
～H18.12.31生

社会福祉協議会
ＪＡコスモス
ＪＡコスモス
１１ページ参照

社会福祉協議会
１０ページ参照

１１ページ参照

１０ページ参照
社会福祉協議会

種　　　　　目
犬・猫の引取日
ミニデイ（谷ノ内）
ミニデイ（鎌井田）
町民スポーツ祭（ゲートボール）
町民スポーツ祭（スカッシュバレー）
健康相談
犬・猫の引取日
なかよしひろば（誘拐防止教室）
町民スポーツ祭（６人制バレー）

町民スポーツ祭（ペタンク）

１歳6ヶ月児健診

ミニデイ（桐見川1区）
ミニデイ（日ノ浦）
ミニデイ（五味）
町民スポーツ祭（バトミントン）
健康相談
ミニデイ（南ノ川）
なかよしひろば（誕生会を楽しもう）
健康相談
犬・猫の引取日
町民スポーツ祭（ソフトバレー）
育児相談・母子保健事業
なかよしひろば（プール遊びをしよう）
ミニデイ（桐見川2区）
明治地区総合健診

日
４
６

９

１０

１１

１２

１３
１７
１９

２０

２３

２４
２５
２６
２７

第
六
十
一
回
・
越
知
短
歌
会

沈
下
橋
の
風
は
若
葉
の
匂
ひ
し
て
ち
ち
母
ね
む
る
山
を
仰
ぎ
ぬ

廣
見
　
正
子

折
れ
線
の
グ
ラ
フ
に
日
々
の
血
圧
は
変
わ
り
も
な
く
て
家
事
は

か
ど
ら
ず

結
城
多
良
子

一
つ
事
に
堪
え
て
得
し
こ
の
平
穏
に
庭
に
垂
れ
い
る
藤
を
見
て

い
る

種
田
恵
美
子

さ
わ
さ
わ
と
瑞
枝
繁
れ
る
枝
垂
れ
梅
風
ラ
ン
白
く
見
え
か
く
れ

し
て

益
　
　
法
子

耕
耘
機
を
積
む
ト
ラ
ッ
ク
が
撒
い
て
ゆ
く
温
む
水
田
の
泥
の
に

お
い
を

宮
橋
　
敏
機

棚
影
で
独
り
茶
を
炒
り
揉
み
な
が
ら
茶
摘
み
の
人
ら
見
え
て
う

れ
し
き

井
上
　
美
智

桜
老
い
去
年

こ

ぞ

よ
り
花
の
少
な
き
に
蔦
よ
じ
登
り
幹
覆
い
お
り

坂
折
　
遊
児

八
十
を
生
き
来
し
法
然
そ
れ
よ
り
も
親
鸞
超
ゆ
る
を
願
う
先
生

井
上
善
三
郎

風
の
中
に
連
れ
立
つ
犬
は
い
き
ほ
へ
り
野
末
白
み
て
ひ
く
く
立

つ
虹

楠
瀬
兵
五
郎

短
歌
は
奥
の
深
い
文
芸
で
す
。
初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
と
同
じ
よ
う
に
愉
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
役
場
前
の
「
本
の
森
図
書

館
」
へ
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
　
宮
橋

曜
水
金

月

火

水

木

金
火
木

金

月

火
水
木
金

場　　所
役場
谷ノ内ふれあい荘
鎌井田老人里の家
屋内多目的運動広場
総合運動場体育館
宮ヶ奈路集会所
役場
越知保育園
総合運動場体育館

総合運動場

保健福祉センター

桐見川ふれあいの里
日ノ浦集会所
五味集会所
総合運動場体育館
中大平集会所
南ノ川集会所
越知保育園
筏津集会所
役場
総合運動場体育館
保健福祉センター
越知保育園
桐見川2区公民館
明治中学校

時　　　間
午前 8：30～午前 9：15
午前 10：00～
午前 10：00～
午前 9：00～
午後 7：00～
午前 9：40～
午前 8：30～午前 9：15
午前 9：30～
午後 7：00～

午前 9：00～

午後 1：30～

午前 10：00～
午前 9：40～
午後 1：30～
午後 7：00～
午前 10：00～
午前 10：00～
午前 9：30～
午後 1：30～
午前 8：30～午前 9：15
午後 7：00～
午後 1：00～
午前 9：30～
午前 10：00～
午前 7：30～

木

木

離乳食講習会

犬・猫の引取日

３歳児健診　

保健福祉センター

役場

保健福祉センター

午後 1：30～

午前 8：30～午前 9：15

午後 1：30～

対象H20.3.1～
H20.5.31生

対象H16.12.1～
H17.5.31生

行事カレンダー６月

７月
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お 名 前 岡
おか

杏
あず

実
み

生年月日 平成19年6月21日
性　　別 女
両　　親 岡祐介・渚
住　　所 越知町1区
メッセージ
思いやりのある優しい女の子になってね。

（パパ＆ママより）
いっぱい遊ぼうね。（お兄ちゃん＆お姉ちゃんより）

再生紙を使用
しています。

お 名 前 片岡
かたおか

花
か

音
のん

生年月日 平成19年5月21日
性　　別 女
両　　親 片岡誠・朱音
住　　所 越知町５区
メッセージ
スクスクと元気で優しい子に育ってくださ

い。（パパ＆ママ）
のんちゃんいっぱいあそぼうね。（兄２人より）

茶茶茶茶
摘摘摘摘
みみみみ
・・・・

山山山山
菜菜菜菜
採採採採
りりりり
ツツツツ
アアアア
ーーーー

５
月
３
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

「
虹
色
の
さ
と
横
畠
」（
代
表
　
大
原

泰
生
）
主
催
の
茶
摘
み
・
山
菜
採
り

体
験
が
横
畠
小
学
校
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
横
畠
地
区
の

Ｐ
Ｒ
と
地
域
内
外
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
高
知
市
や
土
佐
市
な
ど
か
ら
、
約

30
名
が
参
加
し
横
畠
の
自
然
に
触
れ

な
が
ら
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
手
入
れ
し
て
き

た
茶
畑
で
手
摘
み
に
挑
戦
、
摘
ん
だ

茶
葉
を
横
畠
小
学
校
で
、
煎
る
・
揉

む
・
干
す
の
一
連
の
作
業
を
行
い
、

昼
食
は
タ
ケ
ノ
コ
の
煮
物
な
ど
、
地

元
で
採
れ
た
山
菜
を
使
っ
た
料
理
を

い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

慣
れ
た
手
つ
き
で
茶
葉
を
煎
っ
て

い
た
参
加
者
は
「
毎
年
参
加
し
て
い

る
、
茶
葉
の
煎
り
方
も
コ
ツ
が
つ
か

め
て
き
た
」
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

「
虹
色
の
さ
と
横
畠
」
代
表
の
大
原

泰
生
さ
ん
は
、「
今
年
初
め
て
晴
天
で

行
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
参
加
者
と
の
心
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。


